平成２６年度

ＫＥＭＳ

外部環境監査報告書

柏市外部環境監査委員会

平成２７年２月１６日

　　平成２６年度　ＫＥＭＳ外部環境監査タイムスケジュール
	日　付
	時　間
	内　容


	場　所

	2月１３日(金)
	9:00
	集合
	分室１　２階

第２会議室

	
	9:10～9:50
	聴取監査①

（商工振興課）
	分室１　２階

第２会議室

	
	９:55～10:45
	聴取監査②

（環境政策課）
	分室１　２階

第２会議室

	
	10:50～11:30
	聴取監査③

（中心市街地整備課）
	分室１　２階

第２会議室

	
	11:30～12:25
	昼食
	分室１　２階

第２会議室

	
	12:25～13:00
	移動
	

	
	13:00～13:50
	現地監査①

（西部消防署たなか分署）
	西部消防署たなか分署

	
	13:50～14:10
	移動
	

	
	14:10～15:00
	現地監査②

（田中北小学校）
	田中北小学校

	
	15:00～15:20
	移動
	

	
	15:20～16:10
	現地監査③

（水道部総務課）
	水道部総務課


ＫＥＭＳ外部環境監査委員会

　主席　　青木　　誠　（EA21審査人，ISO14001審査員補）

　　　　　山本　昭彦  （EA21取得事業所経営者：柏産業懇話会所属）

　　　　　村田　静枝  （柏市環境審議会委員：ストップ温暖化サポーター）

　　　　　花島美枝子　（柏市環境審議会委員：柏商工会議所女性会会員）

平成２６年度 ＫＥＭＳ外部環境監査 報告書

	項　目
	内　容

	監査日
	平成２７年２月１３日（金）

	監査の目的
	ＫＥＭＳの有効性の確認

	意見及び提言
	今回のＫＥＭＳ外部環境監査は、聴取監査3部署（商工振興課、環境政策課、中心市街地整備課）及び現地監査3か所（西部消防署たなか分署、田中北小学校、水道部総務課）において、システム規定事項の実施状況及び有効性、環境負荷低減への取組状況、前回外部監査指摘事項への取組状況、システム改善の必要性などについて確認を行うとともに、各部署の事業や業務と環境改善の係わりや、行政機関として市民や事業者への環境マインド、環境行動についての働きかけなどについての聴取を行いました。
１．商工振興課

　第二期柏市地球温暖化対策計画における共通する活動について柏の葉キャンパスの街づくり戦略をはじめとした商工業への環境配慮促進を幅広く行っていることを認識しました。柏の葉での総合的な戦略においては、立地特性を有効にとらえ、日本のみでなく世界に注目される街にするべく公民学連携の取り組みをされており環境に重視した自立した都市の早期実現に期待します。

　また、商店街振興として防犯灯のＬＥＤ化や工業関連として企業への省エネ・創エネ・蓄エネなどを中心としたエネルギーマネジメントの推進を行うなど柏市全域にわたる地球温暖化対策への活動を理解しました。広く他の部署にわたる積極的な環境問題への取り組みを期待します。

　提言事項は以下の通りです。

ア　企業への環境マネジメントシステム導入支援の取り組みについての

　　活動に期待します。

２．環境政策課（環境管理事務局）

前回監査の提言1９項目については、全６部署において真摯に受け止めていただき、全項目について対応が終了または取組中であることを確認しました。

ＫＥＭＳに規定された事項は、全庁舎、全施設の広範囲で運用され、監査の範囲内では概ね良好に実施され、この結果、「柏市環境基本計画」「柏市地球温暖化対策計画」「柏市エコアクションプラン」等に基づく環境配慮事業が環境方針に沿って進められ、市域の環境負荷低減に寄与しており、ＫＥＭＳの有効性を確認しました。

平成25年度において「柏市地球温暖化対策計画」の改訂が行われ、これに対応して「柏市エコアクションプラン」についても計画期間、温室効果ガスの削減目標、取組内容の改訂が適切に行われています。今後の方向性としてハード面（高効率機器導入など）の整備状況に応じて、全体の削減目標に加えて、施設毎の目標値を設定することがＫＥＭＳの４章に明示され、システム改善が図られています。前年度に温室効果ガスが増加した部署においては、庁内ネットワークを通じて規定通り「是正措置報告」が行われていることを確認しました。

各部署の環境改善テーマのＫＥＭＳ事務事業登録については、平成25年4月及び平成26年3月の環境管理統括者(市長)によるシステムの見直しにおいて、ＫＥＭＳ事務事業への登録数増加が指示され、事務局より説明会、掲示板等において具体例の提示と登録依頼が行われた結果、平成2６年度は各部署からの自主的な登録は２０件であり、前年度に対し１３件の増加となり良い傾向になってきています。

平成2５年度の運用実績はＫＥＭＳ事務事業登録71項目中、５８項目（８２％）において目標が達成され成果をあげていますが、更なる向上が望まれます。未達項目については原因調査と対策が行われ、「ＫＥＭＳ目標未達事由報告書」に記録されていることを確認しました。

順法確認、職員研修については、それぞれ「ＫＥＭＳ法的要求事項確認表」、「研修年間計画書」「研修記録簿」及び聴取により規定通りに実施されていることを確認しました。

内部環境監査については、平成2６年度は13部署を対象に実施され、良い事例、悪い事例の両方について評価が行われ、その具体例が記録されていて良好です。

市民や事業者への環境マインド、環境行動についての働きかけは、「かしわエコサイト」に「柏ＬＯＶＥエコ大賞」「かしわ環境フェスタ」「柏レイソルのカーボンオフセット試合」「柏市環境保全協議会」など柏ならではのユニークな取組みが発信されていて良好です。

ＫＥＭＳは247部署という広範囲にわたる大規模なシステムですが、これを実質2人という少数で回している事務局の方々の熱意と努力に敬意を表するとともに、監査時に終始真摯に対応していただいたことに感謝いたします。

提言事項は以下の通りです。

ア　前回外部監査の提言事項への改善状況確認の為、事前資料「平成25年度ＫＥＭＳ外部監査報告への対応」を提示していただきましたが、対応策が未来形で記載され実施状況が不明な項目がありました。できれば完了予定、着手中、着手予定、未着手などが分かり易い記載をお願いします。

イ　各部署の環境改善テーマのＫＥＭＳ事務事業登録は、平成26年度は13件増加して20件となり良好ですが、そのうち11件が「緑のカーテン設置」となっています。各部署の事業や業務の改善、効率化などは、環境改善に繋がっていますので、今後は、これらに係わるテーマの登録も増やしていただきますように、事務局からの指導や働きかけを引き続きお願いします。

ウ　学校では理科の実験などの為に毒物、劇物を保管、使用している場合がありますので、「ＫＥＭＳ法的要求事項確認表」に毒物劇物取締法を追加して、盗難・紛失・飛散の防止、保管場所・容器への表示、廃棄方法などについて記載をお願いします。

エ　KEMS本編３頁、4頁において主席内部環境監査員のあて職が３頁は副市長で、4頁は環境保全課長であり、整合しませんので修正をお願いします。
オ　柏市HPにKEMSが掲示され、「柏市役所全体を対象とし」と記載されていますが、「市が管轄する全施設など」のように実態が分かり易いように表現の検討をお願いします。
カ　職場表彰は各部署での環境改善活動を積極的に進めていただく上で有効な制度ですが、平成26年度の表彰は該当無しとのことで残念な結果となりました。各部署への働きかけを継続していただくとともに、審査項目が温室効果ガス削減に特化されていますので、上記イなども含め対象をもう少し広げる検討もお願いします。

３．中心市街地整備課

　子どもからお年寄りまであらゆる世代の人たちが安心、安全で快適に街中を歩き回れるようにJR柏駅を中心にして環状(200～300メートル圏)に歩行者道路の整備に取り組んでいることがよくわかりました。

　第二期柏市地球温暖化対策計画において健康で生きがいのある街の取り組みとして、街中の動線整備による回遊、賑わいの向上のために、今後の取り組みを期待します。現在進んでいる柏駅東口D街区では、緑の空間づくり、作業騒音対策等にも考慮していてすばらしいです。

　街中の賑わい向上に向けて人々が歩き回りやすい環境を目指していることをアピールしてもいいのではないかと思います。ハウディーモールの歩行者天国化についてや、一般車両の通る道や通行についての規制など、様々な立場の方たちがいる中ご苦労があると思いますし、また他の部や課との連携も必要になるかもしれませんが、柏市らしい街づくりのためにご検討をお願いします。
４．西部消防署たなか分署

　北部地域総合整理により平成26年11月末より大室分署から新設移転

しています。新施設では、太陽光発電設備（10ｋｗ）、ＬＥＤ照明、外光を取り入れる明るい建築構造や雨水、消防訓練水の再利用施設などの環境配慮が種々図られていて良好です。

平成26年の市域の火災発生件数は、44件減少（－31％）で大幅に改善していますが、発生原因は多い方から放火、電気火災、ガス火災の順であり、これらに対する防火普及活動により発生件数の減少につながったとのことです。火災は二酸化炭素の発生、化石燃料や水の使用、廃棄物の発生、建築資材の使用など直接及び間接的に大きな環境影響をもたらしますので、火災の減少は環境面においても大きな成果であると評価します。

署員研修については、「研修年間計画書」に基づき実施し、「研修記録簿」を作成するなど規定通りに行なわれていることを確認しました。
建物の壁面には、壁面緑化のための準備が既に完了していて、今後の成果が期待されます。

消防車、救急車は緊急車両ですが、日々、安全運転は徹底して行なっているとのことでした。日頃の消火活動、救急活動、啓発活動など安全な市民生活へのご尽力に感謝します。

提言事項は以下の通りです。

ア　火災予防の啓発活動、住宅火災警報装置の普及周知活動などは、環境保全にもつながる重要な活動であり、ＫＥＭＳ事業登録への検討をお願します。

イ　壁面緑化の設置準備が行われていますが、設置位置が窓のない位置になっていますので、隣接の窓の前に設置されるとより省エネ効果が期待されます。次回にご検討をお願いします。
　　救急活動等で排出される廃棄物については，法令の遵守はもとより，感染等のリスク管理を十分に行うことをお願いします。

５．田中北小学校







　ＫＥＭＳ事務事業登録には該当していませんが、環境に対する意識の高さが細部にわたり感じられました。


　生徒数約130名との事で学年別に分けて、１・２年生では一人一鉢を栽培したり、自然観察を行っており，３・４年生では社会や理科の学習の中で、市内見学やリサイクルプラザやクリーンセンター視察をしたり、植物を栽培しています。５・６年生では、課外学習体験を通して自然環境への知識を得たり飼育委員会ではメダカやサケの飼育を行い生命を尊重する気持ちを養っています。スイッチや水道には節電表示シールや節水の掲示板が貼られています。また、緑のカーテンも実施して効果を得ています。

　校庭内にはビオトープが出来ており、使用する水は雨水を利用しており夏期には子供達がザリガニに見入る姿も見られるそうです。花壇にあるビオラやパンジーは種から育てて肥料もコンポストで作ったものを使用しているそうです。地域交流も盛んで農家の方と交流したり毎年11月第４水曜日には家庭・地域・学校によるゴミ拾いやビラ剥がしを実施しています。

　今後は、この細やかな活動が子供達を通して家庭にも浸透していくようになって欲しいと思います。

　提言事項は以下の通りです。

　ア　学校間での意見情報交換を行い，お互いのよい点を環境教育に取り入れて頂くように期待します。
６．水道部総務課

　ＫＥＭＳの周知実施状況については，水道部全体での温室効果ガス排出量が対基準年削減比－１７％となっており，概ね良好と思われます。

　総務課としてソフト面での温室効果ガス削減をやり尽くしたと実感するも，結果的にはあまり効果がないとの事で継続を断念したようですが外壁に緑のカーテンを数年にわたり実施するなど，その活動努力には敬意を表します。

　また、「柏市地域水道ビジョン」の基本理念をもとに、浄水過程に新しくオゾン処理と生物活性炭処理を追加し水道水のおいしさと安全に務めており，市民サービスへの配慮が行われていました。

　KEMS事務事業として節水コマの配布を登録しておりますので今後の更なる普及・啓発に期待します。
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